
(57)【要約】

【課題】コネクタに発熱体を内蔵された場合でも良好な

超音波診断を行う。

【解決手段】超音波プローブと装置本体部とを電気的に

接続するコネクタ１６の内部には、電気回路２２が内蔵

されている。この電気回路２２は、発熱体であるＩＣ４

４と基板４２から構成されている。このＩＣ４４からの

熱を放熱するために、コネクタ１６は放熱機構を備えて

いる。具体的には、コネクタ１６は、その上面に設けら

れたヒートシンク２６と、当該ヒートシンク２６とＩＣ

４４とを物理的に接続してＩＣ４４からの熱をヒートシ

ンク２６に伝達するヒートパイプ２８と、を備えている

。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 の 内 部 に 超 音 波 ビ ー ム を 送 受 す る 探 触 子 と 、
　 探 触 子 か ら 出 力 さ れ る エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 、 超 音 波 断 層 像 を 形 成 す る 本 体 部 と 、
　 探 触 子 と 本 体 部 と を 電 気 的 に 接 続 す る コ ネ ク タ と 、
　 を 備 え る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 コ ネ ク タ は 、 コ ネ ク タ の 内 部 に 設 け ら れ た 発 熱 体 で 発 生 し た 熱 を 外 部 に 放 出 す る 放 熱 手
段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 放 熱 手 段 は 、 高 伝 熱 材 料 か ら な る と と も に そ の 表 面 に 複 数 の 凹 凸 が 形 成 さ れ た 多 凹 凸 部
材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 放 熱 手 段 は 、 さ ら に 、 高 伝 熱 材 料 か ら な り 、 多 凹 凸 部 材 と 発 熱 体 と を 物 理 的 に 接 続 す る
こ と で 、 発 熱 体 で 発 生 し た 熱 を 多 凹 凸 部 材 に 伝 達 す る 伝 熱 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 伝 熱 部 材 は 、 可 撓 性 を 備 え る シ ー ト 状 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ２ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 多 凹 凸 部 材 は 、 そ の 表 面 に 形 成 さ れ た 凹 凸 が 外 気 に 接 触 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 多 凹 凸 部 材 は 、 コ ネ ク タ を 装 置 本 体 部 に 接 続 し た 際 に 、 コ ネ ク タ の 上 面 ま た は 側 面 と な
る 面 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 放 熱 手 段 は 、 コ ネ ク タ 内 部 に 設 け ら れ 、 外 部 に 連 通 す る 通 気 路 を 備 え 、
　 装 置 本 体 部 は 、 コ ネ ク タ を 装 置 本 体 部 に 接 続 し た 際 に 、 前 記 通 気 路 に 接 続 さ れ る 通 気 ダ
ク ト を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 通 気 路 は 、 コ ネ ク タ の 内 部 空 間 を 内 壁 で 分 割 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 装 置 本 体 部 は 、 さ ら に 、 通 気 ダ ク ト 内 の 空 気 を 外 部 に 排 出 、 ま た は 、 通 気 ダ ク ト 内 に 外
部 空 気 を 吸 引 す る フ ァ ン を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ７ か ら ９ の い ず れ か 1項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 放 熱 手 段 が 、 多 凹 凸 部 材 を 備 え る 場 合 、
　 多 凹 凸 部 材 は 、 通 気 路 内 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 検 体 内 部 へ の 超 音 波 の 送 受 で 得 ら れ た エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 断 層 像 を 形 成
す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 、 超 音 波 診 断 装 置 の 本 体 部 と 超 音 波 探 触 子 と の 接 続 部 分
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で あ る コ ネ ク タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 被 検 体 の 内 部 に 超 音 波 を 送 受 し 、 そ の 際 、 得 ら れ る エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 診
断 対 象 部 位 の 断 層 像 を 形 成 す る 超 音 波 診 断 装 置 が 広 く 知 ら れ て い る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置
は 、 通 常 、 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 探 触 子 と 、 当 該 超 音 波 探 触 子 で 得 ら れ た エ コ ー 信 号 に
基 づ い て 断 層 像 を 形 成 、 表 示 す る 装 置 本 体 部 と 、 に 大 別 さ れ る 。 こ の 超 音 波 探 触 子 と 装 置
本 体 部 は 、 コ ネ ク タ を 介 し て 、 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 超 音 波 探 触 子 の コ ネ ク タ
に は 接 続 端 子 が 設 け ら れ て お り 、 当 該 接 続 端 子 を 装 置 本 体 部 に 設 け ら れ た 端 子 穴 に 接 続 す
る こ と で 、 超 音 波 探 触 子 と 装 置 本 体 部 と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 従 来 、 超 音 波 探 触 子 の コ ネ ク タ に は 、 接 続 端 子 、 お よ び 、 当 該 接 続 端 子 と 振 動
素 子 と を 接 続 す る ケ ー ブ ル の み が 内 蔵 さ れ て い た 。 し た が っ て 、 コ ネ ク タ の 内 部 で 多 大 な
熱 が 発 生 す る な ど の 問 題 は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ ３ １ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ５ ６ ０ ３ ６ ２ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 近 年 、 振 動 素 子 の 駆 動 制 御 や 、 得 ら れ た エ コ ー 信 号 の 信 号 処 理 等 を 行 う た め の
電 気 回 路 を コ ネ ク タ に 内 蔵 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ に よ れ ば 、 装 置 本 体 部 に 多 大
な 変 更 を 加 え る こ と な く 、 超 音 波 診 断 装 置 全 体 の 性 能 向 上 等 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 コ ネ ク タ に 電 気 回 路 を 内 蔵 し た 場 合 、 電 気 回 路 か ら 発 生 し た 熱 に よ り コ
ネ ク タ 内 部 が 高 温 に な る と い う 問 題 が あ る 。 す な わ ち 、 電 気 回 路 に 搭 載 さ れ る Ｉ Ｃ 等 は 、
そ の 駆 動 に 際 し て 、 高 い 熱 を 発 生 す る 。 こ の よ う な 発 熱 体 で あ る Ｉ Ｃ を コ ネ ク タ 内 部 に 密
閉 す る と 、 熱 が こ も り 、 駆 動 時 間 と と も に 、 コ ネ ク タ が 高 温 に な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ ， ２ に は 、 超 音 波 探 触 子 の う ち 、 振 動 素 子 が 搭 載 さ れ る ヘ ッ ド 部 の 温 度 を 制
御 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 こ れ ら は 、 あ く ま で 、 ヘ ッ ド 部 の 温 度 制 御 を 目 的
と し て お り 、 コ ネ ク タ の 放 熱 に つ い て は 考 慮 さ れ て い な い 。 し た が っ て 、 既 述 し た よ う に
コ ネ ク タ に 電 気 回 路 等 の 発 熱 体 を 搭 載 し た 際 に 生 じ る 問 題 を 解 決 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 つ ま り 、 従 来 、 超 音 波 探 触 子 の コ ネ ク タ に 電 気 回 路 等 の 発 熱 体 を 搭 載 し た 際 に 生 じ る 発
熱 問 題 を 解 決 す る 技 術 は 無 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 コ ネ ク タ に 発 熱 体 を 内 蔵 し て も 良 好 な 超 音 波 診 断 が 可 能 な 超 音 波
診 断 装 置 、 お よ び 、 超 音 波 探 触 子 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 被 検 体 の 内 部 に 超 音 波 ビ ー ム を 送 受 す る 探 触 子 と 、 探 触 子
か ら 出 力 さ れ る エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 、 超 音 波 断 層 像 を 形 成 す る 本 体 部 と 、 探 触 子 と 本 体
部 と を 電 気 的 に 接 続 す る コ ネ ク タ と 、 を 備 え る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 コ ネ ク タ は 、 コ
ネ ク タ の 内 部 に 設 け ら れ た 発 熱 体 で 発 生 し た 熱 を 外 部 に 放 出 す る 放 熱 手 段 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 適 な 態 様 で は 、 放 熱 手 段 は 、 高 伝 熱 材 料 か ら な る と と も に そ の 表 面 に 複 数 の 凹 凸 が 形
成 さ れ た 多 凹 凸 部 材 を 含 む 。 こ の 場 合 、 放 熱 手 段 は 、 さ ら に 、 高 伝 熱 材 料 か ら な り 、 多 凹
凸 部 材 と 発 熱 体 と を 物 理 的 に 接 続 す る こ と で 、 発 熱 体 で 発 生 し た 熱 を 多 凹 凸 部 材 に 伝 達 す
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る 伝 熱 部 材 を 備 え る こ と が 望 ま し い 。 伝 熱 部 材 は 、 可 撓 性 を 備 え る シ ー ト 状 部 材 で あ る こ
と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 多 凹 凸 部 材 は 、 そ の 表 面 に 形 成 さ れ た 凹 凸 が 外 気 に 接 触 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ
と が 望 ま し い 。 さ ら に 、 多 凹 凸 部 材 は 、 コ ネ ク タ を 装 置 本 体 部 に 接 続 し た 際 に 、 コ ネ ク タ
の 上 面 ま た は 側 面 と な る 面 に 設 け ら れ る こ と が よ り 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 他 の 好 適 な 態 様 で は 、 放 熱 手 段 は 、 コ ネ ク タ 内 部 に 設 け ら れ 、 外 部 に 連 通 す る 通 気 路 を
備 え 、 装 置 本 体 部 は 、 コ ネ ク タ を 装 置 本 体 部 に 接 続 し た 際 に 、 前 記 通 気 路 に 接 続 さ れ る 通
気 ダ ク ト を 備 え る 。 こ の 場 合 、 通 気 路 は 、 コ ネ ク タ の 内 部 空 間 を 内 壁 で 分 割 す る こ と に よ
り 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 装 置 本 体 部 は 、 さ ら に 、 通 気 ダ ク ト 内 の 空 気 を 外 部
に 排 出 、 ま た は 、 通 気 ダ ク ト 内 に 外 部 空 気 を 吸 引 す る フ ァ ン を 備 え る こ と が 望 ま し い 。 こ
の 場 合 に お い て 、 放 熱 手 段 が 、 多 凹 凸 部 材 を 備 え る 場 合 、 多 凹 凸 部 材 は 、 通 気 路 内 に 設 け
ら れ る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ に 放 熱 機 構 を 備 え て い る た め 、 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ た 発 熱 体
に よ り 生 じ る 熱 問 題 を 解 消 で き る 。 そ の 結 果 、 コ ネ ク タ に 発 熱 体 を 内 蔵 し て も 良 好 な 超 音
波 診 断 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態
で あ る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０
は 、 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ と 、 得 ら れ た エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 断 層 画 像 を
形 成 す る 装 置 本 体 部 １ ４ と 、 に 大 別 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ は 、 多 数 の 振 動 子 を 備 え て お り 、 後 述 す る 送 受 信 部 ３ ２ ま た は 電 気
回 路 ２ ２ か ら の 指 示 に 応 じ て 適 宜 、 超 音 波 ビ ー ム を 被 検 体 内 部 に 送 信 す る 。 ま た 、 超 音 波
プ ロ ー ブ １ ２ は 、 被 検 体 内 部 で 反 射 し た 反 射 ビ ー ム を 電 気 信 号 に 変 換 し て エ コ ー 信 号 と し
て 電 気 回 路 ２ ２ ま た は 送 受 信 部 ３ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ は 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ８ お よ び コ ネ ク タ １ ６ を 介 し て 装 置 本
体 部 １ ４ に 接 続 さ れ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 引 き 出 さ れ た プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ８ は 、
コ ネ ク タ １ ６ の 筐 体 内 部 に お い て 、 接 続 端 子 ２ ０ に 接 続 さ れ る 。 こ の 接 続 端 子 ２ ０ は 、 コ
ネ ク タ １ ６ の 筐 体 外 部 に 突 出 し て お り 、 当 該 接 続 端 子 ２ ０ が 装 置 本 体 部 １ ４ に 設 け ら れ た
端 子 穴 ３ ０ に 差 し 込 ま れ る こ と で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ と 装 置 本 体 部 １ ４ と の 電 気 的 接 続
が 実 現 さ れ る 。 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の コ ネ ク タ １ ６ は 、 従 来 の コ ネ ク タ と は 異 な り 、 電 気
回 路 ２ ２ が 内 蔵 さ れ て い る 。 こ の 電 気 回 路 ２ ２ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ の 送 受 信 制 御 や 、
得 ら れ た 受 信 信 号 に 関 す る 各 種 信 号 処 理 な ど を 行 う た め に 設 け ら れ る 。 電 気 回 路 ２ ２ を コ
ネ ク タ １ ６ に 内 蔵 す る こ と に よ り 、 異 な る 装 置 本 体 部 １ ４ に 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ を 接 続 し
た 場 合 で も 、 好 適 な 送 受 信 制 御 等 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 で 、 電 気 回 路 ２ ２ を コ ネ ク タ １ ６ に 内 蔵 し た 場 合 、 そ の 発 熱 が 問 題 と な る 。 す な わ
ち 、 電 気 回 路 ２ ２ に 設 け ら れ た Ｉ Ｃ 等 は 、 種 々 の 処 理 過 程 で 発 熱 す る こ と が 知 ら れ て い る
。 こ の 発 熱 は 、 コ ネ ク タ １ ６ の 筐 体 や コ ネ ク タ 内 部 に 引 き 込 ま れ た プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ８
に 悪 影 響 を 与 え る ば か り で な く 、 操 作 者 の 操 作 を 妨 げ た り す る 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は
、 コ ネ ク タ １ ６ に 、 電 気 回 路 ２ ２ で 発 生 し た 熱 を 放 熱 す る た め の 放 熱 機 構 ２ ４ も 設 け て い
る 。 こ の 放 熱 機 構 の 具 体 的 な 構 成 に つ い て は 後 に 詳 説 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 装 置 本 体 部 １ ４ の 送 受 信 部 ３ ２ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ を 制 御 し て 、 断 層 面 内 に お い て
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超 音 波 ビ ー ム を 電 子 走 査 す る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ が リ ニ ア プ ロ ー ブ の 場 合 、 例 え ば １ ２
０ 本 の 超 音 波 ビ ー ム が 次 々 に 電 子 走 査 さ れ 、 各 超 音 波 ビ ー ム ご と に エ コ ー 信 号 が 取 得 さ れ
る 。 送 受 制 御 部 ３ ４ は 、 操 作 パ ネ ル ３ ６ を 介 し て 入 力 さ れ た ユ ー ザ か ら の 指 示 に 応 じ て 、
適 宜 、 送 受 信 部 ３ ２ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 送 受 信 部 ３ ２ で 取 得 さ れ た 複 数 の エ コ ー 信 号 は 断 層 画 像 形 成 部 ３ ８ に 出 力 さ れ る 。 断 層
画 像 形 成 部 ３ ８ は 複 数 の エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 断 層 画 像 （ Ｂ モ ー ド 画 像 ） を 形 成 す る 。 形
成 さ れ た 断 層 画 像 は 、 デ ィ ス プ レ イ ４ ０ に 出 力 さ れ る 。 操 作 者 は 、 こ の デ ィ ス プ レ イ ４ ０
に 表 示 さ れ た 断 層 画 像 に 基 づ い て 、 被 検 体 の 内 部 の 状 態 を 診 断 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に お け る コ ネ ク タ １ ６ の 構 成 に つ い て 図 ２ ， ３ を 用 い て 詳 説 す る 。 図
２ は 、 コ ネ ク タ １ ６ を 正 面 側 （ 超 音 波 プ ロ ー ブ 側 ） か ら み た 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ は 背 面 側
（ 接 続 端 子 側 ） か ら み た 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 見 易 さ の た め に 、 図 ２ ， ３ で は 、 筐 体 ２ １
の 側 壁 は 省 略 し て い る 。 ま た 、 筐 体 ２ １ の 内 部 に 引 き 込 ま れ る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ８ の 図
示 も 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 既 述 し た と お り 、 本 実 施 形 態 の コ ネ ク タ １ ６ の 内 部 に は 複 数 の 電 気 回 路 ２ ２ が 設 け ら れ
て い る 。 各 電 気 回 路 ２ ２ は 、 基 板 ４ ２ と 、 当 該 基 板 に 搭 載 さ れ た Ｉ Ｃ ４ ４ で 構 成 さ れ て い
る 。 こ の う ち 、 Ｉ Ｃ ４ ４ は 、 そ の 駆 動 に 際 し て 発 熱 す る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 こ の Ｉ Ｃ ４ ４ で 発 生 し た 熱 を 外 部 に 放 出 す る た め の 放 熱 機 構 ２ ４ を コ
ネ ク タ １ ６ に 設 け て い る 。 具 体 的 に は 、 熱 を 高 効 率 で 外 部 に 放 出 す る ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ と
、 発 熱 体 で あ る Ｉ Ｃ ４ ４ で 発 生 し た 熱 を 当 該 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ に 伝 達 す る ヒ ー ト パ イ プ ２
８ で 放 熱 機 構 ２ ４ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ は 、 周 知 の と お り 、 高 伝 熱 材 料 、 例 え ば 、 銅 や ア ル ミ な ど の 金 属 材 料
か ら な る 部 材 で あ り 、 そ の 表 面 に 多 数 の 凹 凸 を 形 成 す る こ と で 表 面 積 を 増 加 さ せ た 多 凹 凸
部 材 で あ る 。 な お 、 図 ２ ， ３ で は 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の 一 例 と し て 、 フ ィ ン （ リ ブ ） 状 の
突 起 が 多 数 形 成 さ れ た ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ を 図 示 し て い る 。 し か し 、 表 面 積 を 増 加 で き る の
で あ れ ば 、 フ ィ ン 状 に 限 ら ず 、 針 状 、 波 型 な ど の ヒ ー ト シ ン ク で あ っ て も よ い 。 こ の よ う
に 、 表 面 積 を 増 加 し た 場 合 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の 表 面 と 外 気 と の 接 触 面 積 が 増 加 し 、 放 熱
効 果 を 増 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ は 、 凹 凸 部 分 （ フ ィ ン 部 分 ） が 外 気 に 接 触 で き る 位 置 、 す な わ ち
、 コ ネ ク タ の 筐 体 ２ １ の 外 表 面 で あ れ ば ど こ に 設 置 さ れ て も よ い 。 た だ し 、 ヒ ー ト シ ン ク
２ ６ か ら の 放 熱 に よ っ て 温 度 上 昇 し た 空 気 は 上 方 に 移 動 す る 。 こ の 空 気 の 流 れ が 阻 害 さ れ
る と 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ 周 辺 に 高 温 空 気 が 滞 留 し 、 充 分 な 放 熱 効 果 を 得 る こ と が で き な い
。 そ こ で 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ は 、 筐 体 ２ １ の 外 表 面 の う ち 、 熱 せ ら れ た 空 気 の 上 昇 を 妨 げ
な い 位 置 、 例 え ば 、 筐 体 ２ １ の 上 面 や 側 面 に 設 け ら れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ は 、 熱 源 で あ る Ｉ Ｃ ４ ４ と 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ を 物 理 的 に 接 続 す る こ
と に よ り 、 Ｉ Ｃ ４ ４ で 発 生 し た 熱 を ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ に 伝 達 す る 伝 熱 手 段 で あ る 。 こ の ヒ
ー ト パ イ プ ２ ８ は 、 高 伝 熱 材 料 、 例 え ば 、 銅 や ア ル ミ 、 グ ラ フ ァ イ ト な ど か ら な る 長 尺 部
材 で あ り 、 そ の 一 端 は Ｉ Ｃ ４ ４ の 表 面 に 、 他 端 は ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の 底 面 に そ れ ぞ れ 接 触
し た 状 態 で 取 り 付 け ら れ る 。 か か る ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ を 設 け る こ と に よ り 、 Ｉ Ｃ ４ ４ で 発
生 し た 熱 が 高 効 率 で ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ に 伝 達 さ れ 、 そ の 結 果 、 高 効 率 で の 放 熱 が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ は 、 Ｉ Ｃ ４ ４ と ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ を 物 理 的 に 接 続 で き る の で
あ れ ば 、 そ の 形 状 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 平 板 形 状 や 丸 棒 形 状 な ど で あ っ て も よ い 。 た だ し 、
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伝 熱 効 率 を 向 上 す る た め に は 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ と Ｉ Ｃ ４ ４ 、 お よ び 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８
と ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ と の 接 触 面 積 を 向 上 す る こ と が 望 ま し い 。 そ の た め 、 ヒ ー ト パ イ プ ２
８ は 、 平 面 で あ る Ｉ Ｃ ４ ４ の 表 面 お よ び ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の 底 面 に 大 面 積 で 接 触 で き る 幅
広 の 平 面 を 備 え て い る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ は 、 そ の 取 り 付 け の 際 に
、 多 少 の 位 置 ず れ を 吸 収 す る べ く 、 あ る 程 度 の 可 撓 性 を 備 え て い る こ と が 望 ま し い 。 し た
が っ て 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ と し て は 、 幅 広 の 平 面 を 備 え 、 可 撓 性 を 実 現 で き 得 る 程 度 の 厚
み を 持 っ た シ ー ト 状 部 材 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 こ の ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ の 取 り 付 け 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ は 、
中 間 板 ４ ６ を 介 し て 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ に 接 続 さ れ る 。 中 間 板 ４ ６ は 、 高 伝 熱 材 料 か ら な
り 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の 底 面 に 螺 合 さ れ る 薄 板 で あ る 。 こ の 中 間 板 ４ ６ に は 、 　 ヒ ー ト パ
イ プ ２ ８ が 挿 入 さ れ る ス リ ッ ト ４ ８ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。 各 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ は 、 こ の
中 間 板 ４ ６ の ス リ ッ ト ４ ８ に 挿 入 さ れ た 後 、 当 該 ス リ ッ ト ４ ８ に 沿 っ て 略 直 角 に 折 り 曲 げ
ら れ 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の 底 面 に 平 行 に な る 。 こ の 状 態 で 、 中 間 板 ４ ６ を ヒ ー ト シ ン ク ２
６ の 底 面 に 螺 合 す る と 、 中 間 板 ４ ６ の 上 面 に お い て 折 り 曲 げ ら れ た ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ が ヒ
ー ト シ ン ク ２ ６ の 底 面 に 接 触 す る こ と に な り 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ と ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ 間 で
の 伝 熱 が 実 現 さ れ る 。 中 間 板 ４ ６ か ら 下 側 に 延 び る ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ は 、 高 伝 熱 性 の 接 着
剤 （ 例 え ば 、 金 属 含 有 接 着 剤 な ど ） に よ り 、 Ｉ Ｃ ４ ４ の 表 面 に 接 着 さ れ る 。 こ こ で 、 ヒ ー
ト パ イ プ ２ ８ が 可 撓 性 を 備 え て い な い 場 合 に 、 ス リ ッ ト か ら 下 側 に 延 び る ヒ ー ト パ イ プ ２
８ を Ｉ Ｃ ４ ４ の 表 面 に 接 着 す る た め に は 、 ス リ ッ ト ４ ８ と Ｉ Ｃ ４ ４ を 含 む 電 気 回 路 ２ ２ の
相 互 位 置 関 係 が 厳 密 に 調 整 さ れ て い る こ と が 必 要 と な る 。 か か る 厳 密 な 位 置 調 整 は 困 難 か
つ 煩 雑 で あ る た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ は 可 撓 性 を 備 え た シ ー ト 状 部 材 と
し て い る 。 可 撓 性 を 備 え る こ と に よ り 、 ス リ ッ ト ４ ８ と 電 気 回 路 ２ ２ と の 相 互 位 置 関 係 が
多 少 ず れ て い て も 、 容 易 に 、 Ｉ Ｃ ４ ４ の 表 面 に ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ を 接 着 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 コ ネ ク タ １ ６ に 、 放 熱 機 構 ２ ４ を 設 け て い る
た め 、 コ ネ ク タ １ ６ の 内 部 に 設 け ら れ た Ｉ Ｃ ４ ４ を 長 時 間 駆 動 さ せ て も 、 熱 が コ ネ ク タ １
６ 内 部 に こ も ら ず 、 良 好 な 状 態 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 放 熱 機 構 ２ ４ と し て 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ お よ び ヒ ー ト シ ン ク ２
６ の 両 方 を 設 け て い る が 、 必 ず し も 両 方 を 設 け る 必 要 は な く 、 い ず れ か 一 方 の み で あ っ て
も よ い 。 例 え ば 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ を 省 略 し て 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の み で 放 熱 機 構 ２ ４ を
構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 他 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 他 の 実 施 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置
１ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ は 、 上 述 の 実 施 形 態 と 同 様
に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ の コ ネ ク タ １ ６ の 内 部 に 電 気 回 路 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て
、 こ の 電 気 回 路 ２ ２ で 発 生 し た 熱 を 放 熱 す る た め の 放 熱 機 構 ２ ４ が 、 コ ネ ク タ １ ６ に 設 け
ら れ て い る 。 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 放 熱 機 構 ２ ４ は 、 既 述 の ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ お よ び ヒ ー
ト パ イ プ ２ ８ に 加 え 、 さ ら に 、 通 気 路 ５ ０ も 備 え て い る 。 ま た 、 装 置 本 体 部 １ ４ は 、 こ の
コ ネ ク タ １ ６ の 内 部 に 設 け ら れ た 通 気 路 ５ ０ に 接 続 さ れ る 通 気 ダ ク ト ５ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ お よ び ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ に よ っ て 通 気 路 内 ５ ０ に 放 熱 さ れ た 熱 は 、 当
該 通 気 路 ５ ０ を 介 し て 装 置 本 体 部 １ ４ の 通 気 ダ ク ト ５ ２ へ と 流 動 す る 。 そ し て 、 通 気 ダ ク
ト ５ ２ に 流 入 し た 熱 は 、 装 置 本 体 部 １ ４ の 背 面 に 設 け ら れ た ダ ク ト 出 口 か ら 外 部 に 放 出 さ
れ る よ う に な っ て い る 。 以 下 、 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ に つ い て 詳 説 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ６ 、 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 に お け る コ ネ ク タ １ ６ の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ８ は
、 コ ネ ク タ １ ６ の 概 略 断 面 図 で あ る 。 図 ６ 、 図 ７ か ら 明 ら か な よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、
コ ネ ク タ １ ６ の 正 面 （ プ ロ ー ブ 側 ） お よ び 背 面 （ 装 置 本 体 部 側 ） に 、 正 面 側 空 気 口 ５ ８ お
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よ び 背 面 側 空 気 口 ６ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 二 つ の 空 気 口 ５ ８ ， ６ ０ は 、 コ ネ ク タ １ ６
の 内 部 に 設 け ら れ た 通 気 路 ５ ０ へ の 空 気 の 流 入 出 を 許 容 す る 開 口 で あ る 。 こ の 二 つ の 空 気
口 ５ ８ ， ６ ０ は 、 コ ネ ク タ 内 部 に 設 け ら れ る 通 気 路 ５ ０ の 位 置 や 形 状 に 応 じ て 、 適 宜 、 そ
の 位 置 お よ び 形 状 は 変 更 可 能 で あ る 。 た だ し 、 背 面 側 空 気 口 ６ ０ は 、 後 述 す る 装 置 本 体 部
１ ４ に 設 け ら れ た 通 気 ダ ク ト ５ ２ に 接 続 可 能 な 位 置 に 設 け ら れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 通 気 路 ５ ０ は 、 コ ネ ク タ １ ６ の 筐 体 ２ １ を 二 重 構 造 に す る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 図 ８ に 図 示 す る よ う に 、 筐 体 ２ １ の 内 部 に 、 筐 体 内 部 空 間 を 二 つ に 分 離 す る 内
壁 ６ ６ を 設 け 、 当 該 内 壁 ６ ６ よ り 下 側 に 電 気 回 路 ２ ２ 等 を 設 け 、 内 壁 ６ ６ よ り 上 側 の 空 間
を 通 気 路 ５ ０ と し て 利 用 す る 。 つ ま り 、 本 実 施 形 態 で は 、 通 気 路 ５ ０ は 、 内 壁 ６ ６ お よ び
筐 体 ２ １ の 外 壁 に よ り 構 成 さ れ る 。 こ の よ う に 筐 体 ２ １ の 外 壁 お よ び 内 壁 ６ ６ を 利 用 し て
通 気 路 ５ ０ を 構 成 す る こ と に よ り 、 通 気 路 専 用 部 材 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 よ り 小
型 か つ 安 価 に 、 通 気 路 ５ ０ を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 内 壁 ６ ６ の 略 中 央 に は 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ よ り 僅 か に 小 さ い 開 口 が 設 け ら れ て い る
。 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ は 、 こ の 開 口 を 覆 う べ く 、 内 壁 ６ ６ の 上 面 に 設 置 さ れ る 。 し た が っ て
、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の 底 面 は 、 開 口 か ら 露 出 し た 状 態 と な る 。 こ の 露 出 し て い る ヒ ー ト シ
ン ク ２ ６ の 底 面 に ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ が 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 に 、
ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ を 中 間 板 ４ ６ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト に 挿 入 し て 折 り 曲 げ た 状 態 で 、 中 間
板 を ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の 底 面 に 螺 合 す る 。 こ れ に よ り 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ と ヒ ー ト シ ン ク
２ ６ が 直 接 、 接 触 し 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ に よ っ て 伝 達 さ れ た Ｉ Ｃ ４ ４ か ら の 熱 が 、 ヒ ー ト
シ ン ク ２ ６ に 伝 達 さ れ る 。 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ は 、 伝 達 さ れ た 熱 を 通 気 路 ５ ０ に 放 出 す る 。
放 出 さ れ た 熱 は 、 コ ネ ク タ １ ６ の 背 面 （ 装 置 本 体 部 １ ４ と の 対 向 面 ） に 設 け ら れ た 背 面 側
空 気 口 ６ ０ へ と 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ は 、 上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 、 高 伝 熱 材 料 か ら な り 、 そ の 表 面
に 多 数 の 凹 凸 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ の 表 面 に 設 け ら れ る 凹 凸 形 状 は 、
特 に 、 限 定 さ れ な い が 、 空 気 の 流 れ を 阻 害 し な い 形 状 で あ る こ と が 望 ま し い 。 す な わ ち 、
本 実 施 形 態 で は 、 空 気 は 、 図 ８ に お い て 矢 印 で 示 し た よ う に 、 コ ネ ク タ １ ６ の 正 面 に 設 け
ら れ た 正 面 側 空 気 口 ５ ８ か ら 、 コ ネ ク タ １ ６ の 背 面 に 設 け ら れ た 背 面 側 空 気 口 ６ ０ へ と 流
れ る 。 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ は 、 こ の 空 気 の 流 れ を 阻 害 し な い よ う な 形 状 と す る こ と が 望 ま し
い 。 し た が っ て 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ を フ ィ ン 状 と す る の で あ れ ば 、 各 フ ィ ン は 、 空 気 流 れ
方 向 に 長 尺 の 形 状 と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 背 面 側 空 気 口 ６ ０ は 、 コ ネ ク タ １ ６ を 装 置 本 体 部 １ ４ に 接 続 し た 際 に 、 装 置 本 体 部 １ ４
に 設 け ら れ た 通 気 ダ ク ト ５ ２ の ダ ク ト 入 口 ６ ２ に 正 対 す る 位 置 に 設 け ら れ る 。 そ し て 、 背
面 側 空 気 口 ６ ０ か ら 流 出 し た 空 気 は 、 装 置 本 体 部 １ ４ に 設 け ら れ た 通 気 ダ ク ト ５ ２ へ と 流
入 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 通 気 路 ５ ０ の 形 状 は 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 そ し て 、 こ の 通 気 路 ５ ０ の 形 状 に 応 じ
て 、 空 気 口 ５ ８ ， ６ ０ や ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ の 位 置 や 数 等 も 適 宜 、 変 更
可 能 で あ る 。 例 え ば 、 図 ９ に 図 示 す る よ う に 、 通 気 路 ５ ０ を 略 Ｊ 字 状 と す る 場 合 、 空 気 口
５ ８ ， ６ ０ は 、 コ ネ ク タ １ ６ の 背 面 お よ び 底 面 に 設 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 通 気 路
５ ０ の 複 数 箇 所 に ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ を 設 け 、 一 つ の Ｉ Ｃ ４ ４ と 複 数 の ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ と
を 接 続 す る 複 数 の ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ を 設 け て も よ い 。 か か る 構 成 と す る こ と で 、 放 熱 効 果
を よ り 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 通 気 ダ ク ト ５ ２ の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 装 置 本 体 部 １ ４ に 設 け ら れ た 通
気 ダ ク ト ５ ２ は 、 装 置 本 体 部 １ ４ の 正 面 か ら 、 背 面 へ と 延 び る 。 通 気 ダ ク ト の 背 面 側 端 部
付 近 に は 、 排 気 フ ァ ン （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て お り 、 ダ ク ト 入 口 ６ ２ か ら 流 入 し た 熱 風
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を 積 極 的 に 外 部 に 放 出 す る 。 こ の 排 気 フ ァ ン に よ る 積 極 的 排 気 に よ り 、 コ ネ ク タ 内 部 の 通
気 路 ５ ０ 、 お よ び 、 装 置 本 体 部 内 部 の 通 気 ダ ク ト ５ ２ に お け る 空 気 の 流 動 性 が 向 上 し 、 放
熱 効 果 を よ り 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 通 気 ダ ク ト ５ ２ の ダ ク ト 入 口 ６ ２ の 周 囲 に は 、 当 該 通 気 ダ ク ト ５ ２ へ の 空 気 流 入 を
確 実 に す る た め の 接 続 用 ラ バ ー ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。 接 続 用 ラ バ ー は 、 ダ ク ト 入 口 ６ ２
の 周 囲 を 取 り 囲 む べ く 装 置 本 体 部 １ ４ の 正 面 に 固 着 さ れ た 環 状 部 材 で あ り 、 弾 性 材 料 か ら
な る 。 こ の 接 続 用 ラ バ ー ６ ４ は 、 コ ネ ク タ １ ６ を 装 置 本 体 部 １ ４ に 接 続 し た 際 、 コ ネ ク タ
１ ６ の 背 面 に 密 着 し 、 通 気 ダ ク ト ５ ２ 以 外 へ の 空 気 の 流 出 を 防 止 す る 。 つ ま り 、 接 続 用 ラ
バ ー ６ ４ を 設 け る こ と に よ り 、 熱 風 を 確 実 に 通 気 ダ ク ト ５ ２ へ 導 く こ と が で き 、 効 率 的 な
放 熱 が 可 能 と な る 。 ま た 、 当 該 接 続 用 ラ バ ー ６ ４ を 設 け る こ と に よ り 、 背 面 側 空 気 口 ６ ０
か ら 流 出 し た 熱 風 に よ る 操 作 者 の 火 傷 等 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て も 、 コ ネ ク タ １ ６ に 放 熱 機 構 を 設 け て い る
た め 、 Ｉ Ｃ ４ ４ を 長 時 間 駆 動 し て も 、 熱 が コ ネ ク タ 内 部 に こ も ら ず 、 良 好 な 状 態 を 維 持 で
き る 。 特 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 通 気 路 ５ ０ 、 通 気 ダ ク ト ５ ２ お よ び 排 気 フ ァ ン に よ り 、 空
気 の 流 れ を 形 成 し て 積 極 的 に 熱 を 外 部 に 放 出 し て い る た め 、 放 熱 効 果 を よ り 向 上 で き る 。
ま た 、 こ の 空 気 流 れ を 形 成 す る た め の 通 気 路 ５ ０ は 、 コ ネ ク タ 内 部 を 二 重 構 造 に す る こ と
に よ り 形 成 さ れ て い る た め 、 コ ネ ク タ １ ６ の 大 型 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ 、 お よ び 、 通 気 路 ５ ０ で
放 熱 機 構 を 構 成 し て い る が 、 こ れ ら の い ず れ か を 省 略 し て も よ い 。 例 え ば 、 ヒ ー ト シ ン ク
２ ６ を 省 略 し て 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ お よ び 通 気 路 ５ ０ の み で 放 熱 機 構 を 構 成 し て も よ い 。
こ の 場 合 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ の 先 端 は 、 通 気 路 ５ ０ の 底 面 に 接 続 す れ ば よ い 。 か か る 構 成
で あ っ て も 、 Ｉ Ｃ ４ ４ か ら 発 生 し た 熱 は 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８ を 介 し て 通 気 路 ５ ０ に 伝 達 さ
れ 、 外 部 に 放 出 さ れ る た め 、 高 い 放 熱 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ ２ ８
を 省 略 し て 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ お よ び 通 気 路 ５ ０ の み で 放 熱 機 構 を 構 成 し て も よ い 。 こ の
場 合 、 通 気 路 ５ ０ お よ び ヒ ー ト シ ン ク ２ ６ を 熱 源 で あ る Ｉ Ｃ ４ ４ に 近 い 位 置 に 設 け る こ と
が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 通 気 ダ ク ト ５ ２ の 終 端 に 排 気 フ ァ ン を 設 け て 、 積 極 的 に 空 気 流
れ を 形 成 し て い る が 、 排 気 フ ァ ン を 省 略 し て も よ い 。 排 気 フ ァ ン を 省 略 し て も 、 通 気 路 ５
０ お よ び 通 気 ダ ク ト ５ ２ に は 、 温 度 差 に 起 因 し た 空 気 流 れ が 生 じ る た め 、 充 分 な 放 熱 効 果
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 熱 風 を 通 気 ダ ク ト ５ ２ の 終 端 か ら 排 気 す る こ と に よ り 放 熱 を 行
っ て い る が 、 通 気 路 ５ ０ に 常 温 ま た は 低 温 空 気 を 送 り 込 む こ と に よ り 、 放 熱 を 実 現 し て も
よ い 。 す な わ ち 、 通 気 ダ ク ト ５ ２ に 排 気 フ ァ ン で は な く 、 吸 気 フ ァ ン を 設 け 、 外 部 か ら 吸
引 し た 常 温 以 下 の 空 気 を コ ネ ク タ １ ６ の 通 気 路 ５ ０ に 送 り 込 ん で も よ い 。 こ の 流 入 し た 空
気 に よ り 、 通 気 路 内 に あ る 熱 風 の 熱 が 除 去 さ れ る 。 ま た 、 空 気 の 流 入 に よ り 通 気 路 内 に は
、 空 気 流 れ が 生 じ 、 熱 が 外 部 へ と 流 出 し や す く な る 。 な お 、 こ の 場 合 、 吸 気 フ ァ ン は 、 通
気 ダ ク ト ５ ２ の 終 端 近 傍 で は な く 、 始 端 近 傍 、 す な わ ち 、 コ ネ ク タ １ ６ に 近 い 位 置 に 設 け
る こ と が 望 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ネ ク タ を 正 面 側 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 コ ネ ク タ を 背 面 側 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ヒ ー ト パ イ プ の 取 り 付 け の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 実 施 形 態 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 コ ネ ク タ を 正 面 側 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 コ ネ ク タ を 背 面 側 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 コ ネ ク タ を 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 他 の コ ネ ク タ の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 装 置 本 体 部 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 、 １ ２ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 １ ４ 　 装 置 本 体 部 、 １ ６ 　 コ ネ ク タ 、
１ ８ 　 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 、 ２ ０ 　 接 続 端 子 、 ２ １ 　 筐 体 、 ２ ２ 　 電 気 回 路 、 ２ ４ 　 放 熱 機
構 、 ２ ６ 　 ヒ ー ト シ ン ク 、 ２ ８ 　 ヒ ー ト パ イ プ 、 ３ ０ 　 端 子 穴 、 ４ ２ 　 基 板 、 ４ ４ 　 Ｉ Ｃ
、 ４ ６ 　 中 間 板 、 ４ ８ 　 ス リ ッ ト 、 ５ ０ 　 通 気 路 、 ５ ２ 　 通 気 ダ ク ト 、 ５ ８ ， ６ ０ 　 空 気
口 、 ６ ２ 　 ダ ク ト 入 口 、 ６ ４ 　 接 続 用 ラ バ ー 、 ６ ６ 　 内 壁 。

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 2007-244583 A 2007.9.27



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(11) JP 2007-244583 A 2007.9.27



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2007244583A 公开(公告)日 2007-09-27

申请号 JP2006071110 申请日 2006-03-15

[标]申请(专利权)人(译) 日立阿洛卡医疗株式会社

申请(专利权)人(译) 阿洛卡有限公司

[标]发明人 井上真也
笠原英司

发明人 井上 真也
笠原 英司

IPC分类号 A61B8/00

CPC分类号 A61B8/546

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/EE10 4C601/GD18

代理人(译) 吉田健治
石田 纯

其他公开文献 JP4851210B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：即使发热器安装在连接器中，也能进行令人满意的超声
波诊断。 ŽSOLUTION：在将超声波探头与设备主体电连接的连接器16
内部，并入电路22。电路22由作为热发生器的IC44和基板42组成。为了
从IC44辐射热量，连接器16设置有辐射机构。具体地，连接器16设置
有：设置在其上表面上的散热器26;热管28用于通过物理连接散热器26和
IC44将热量从IC44传递到散热器26。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/15b9336f-5726-4fb5-a825-f729bb000a3d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038589497/publication/JP2007244583A?q=JP2007244583A

